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【 請 求 項 １ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ２ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ３ 】
　

【 請 求 項 ４ 】

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 表 面 の プ ラ ズ マ 処 理 に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 画 素 電 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 前 記 画 素 電 極 は 、 透 明 導 電 膜 が 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴
と す る 発 光 装 置 。



　

【 請 求 項 ５ 】
　

【 請 求 項 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 請 求 項 １ ０ 】
　

【 請 求 項 １ １ 】
　

【 請 求 項 １ ２ 】
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請 求 項 １ ま た は ２ に お い て 、 前 記 画 素 電 極 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム と 酸 化 亜 鉛 と が 混 合 さ れ
た 透 明 導 電 膜 ま た は Ｉ Ｔ Ｏ が 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 の 表 面 の 平 均 面 粗 さ は 、 ０ ． ９ ｎ
ｍ 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 表 面 の プ ラ ズ マ 処 理 に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 陽 極 と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ と 前 記 陽 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 と 、
前 記 陽 極 の 端 部 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 陽 極 と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ と 前 記 陽 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 と 、
前 記 陽 極 の 端 部 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 表 面 の プ ラ ズ マ 処 理 に よ り 形 成 さ れ た 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 陽 極 と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ と 前 記 陽 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 と 、
前 記 陽 極 の 端 部 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ４ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

絶 縁 体 上 に 形 成 さ れ た Ｔ Ｆ Ｔ と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 形 成 さ れ た 第 １ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 陽 極 と 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ と 前 記 陽 極 と を 電 気 的 に 接 続 す る 配 線 と 、
前 記 陽 極 の 端 部 を 覆 っ て 形 成 さ れ た 第 ３ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 第 ４ の 絶 縁 膜 と 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 形 成 さ れ た 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 と 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 形 成 さ れ た 陰 極 と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 陽 極 は 、 透 明 導 電 膜 が 用 い ら れ て い る こ と
を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 ６ 乃 至 ９ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 陽 極 は 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム と 酸 化 亜 鉛 と が 混
合 さ れ た 透 明 導 電 膜 ま た は Ｉ Ｔ Ｏ が 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。



　

【 請 求 項 １ ３ 】
　

【 請 求 項 １ ４ 】
　

【 請 求 項 １ ５ 】
　

【 請 求 項 １ ６ 】
　

【 請 求 項 １ ７ 】
　
【 請 求 項 １ ８ 】
　

【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ２ １ 】
　
　
　
　
【 請 求 項 ２ ２ 】
　

【 請 求 項 ２ ３ 】
　

【 請 求 項 ２ ４ 】
　

【 請 求 項 ２ ５ 】
　

【 請 求 項 ２ ６ 】
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請 求 項 ６ 乃 至 １ １ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 陽 極 の 表 面 の 平 均 面 粗 さ は 、 ０ ． ９ ｎ ｍ
以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 ６ 乃 至 １ ２ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 は 、 ポ リ イ ミ ド 、 ア ク リ ル
、 ポ リ ア ミ ド 、 ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン 、 ま た は 酸 化 珪 素 膜 が 用 い ら れ て い る こ と を 特 徴 と す
る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 有 機 樹 脂 材 料 が 用 い ら
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 は 、 ポ リ イ ミ ド 、 ア ク リ ル
、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ イ ミ ド ア ミ ド 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 膜 、 ま た は ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン が 用 い
ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 発 光 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る デ ジ タ ル カ
メ ラ 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 発 光 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る 携 帯 電 話 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 発 光 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る モ バ イ ル コ
ン ピ ュ ー タ 。

請 求 項 １ 乃 至 １ ５ の い ず れ か 一 に 記 載 の 発 光 装 置 を 用 い た こ と を 特 徴 と す る ビ デ オ カ メ
ラ 、 ゴ ー グ ル 型 デ ィ ス プ レ イ 、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム 、 音 響 再 生 装 置 、 パ ー ソ ナ ル コ ン
ピ ュ ー タ 、 ゲ ー ム 機 器 、 携 帯 型 ゲ ー ム 機 、 電 子 書 籍 、 ま た は 画 像 再 生 装 置 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 画 素 電 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 画 素 電 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ ま た は ２ １ に お い て 、 前 記 画 素 電 極 と し て 、 透 明 導 電 膜 を 用 い る こ と を 特 徴
と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ ま た は ２ １ に お い て 、 前 記 画 素 電 極 と し て 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム と 酸 化 亜 鉛 と が
混 合 さ れ た 透 明 導 電 膜 ま た は Ｉ Ｔ Ｏ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 を 形 成 し た 後 に 、 当 該 画 素 電
極 を 拭 浄 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ 乃 至 ２ ３ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 画 素 電 極 を 形 成 し た 後 に 、 Ｐ Ｖ Ａ 系 の
多 孔 質 材 料 を 用 い て 当 該 画 素 電 極 を 拭 浄 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、



　
　
　
　
　

　
　
【 請 求 項 ２ ７ 】
　
　
　
　
　
　
　

　
　
【 請 求 項 ２ ８ 】
　
　
　
　
　
　
　

　
　
【 請 求 項 ２ ９ 】
　
　
　
　
　
　
　

　
　
【 請 求 項 ３ ０ 】
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前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
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前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 帯 電 防 止 膜 を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 絶 縁 体 を 第 １ の 処 理 室 か ら 第 ２ の 処 理 室 に 搬 送 し 、
前 記 帯 電 防 止 膜 を 除 去 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し
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、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 配 線 に 接 続 さ れ た 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 帯 電 防 止 膜 を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 絶 縁 体 を 第 １ の 処 理 室 か ら 第 ２ の 処 理 室 に 搬 送 し 、
前 記 帯 電 防 止 膜 を 除 去 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 の 表 面 に プ ラ ズ マ 処 理 を 行 い 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 帯 電 防 止 膜 を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 絶 縁 体 を 第 １ の 処 理 室 か ら 第 ２ の 処 理 室 に 搬 送 し 、
前 記 帯 電 防 止 膜 を 除 去 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

絶 縁 体 上 に Ｔ Ｆ Ｔ を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 上 に 第 １ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 １ の 絶 縁 膜 上 に Ｄ Ｌ Ｃ 膜 で な る 第 ２ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 陽 極 を 形 成 し 、
前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 上 に 、 前 記 Ｔ Ｆ Ｔ 及 び 前 記 陽 極 に 接 続 さ れ た 配 線 を 形 成 し 、
前 記 陽 極 、 前 記 配 線 、 前 記 第 ２ の 絶 縁 膜 を 覆 っ て 第 ３ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 帯 電 防 止 膜 を 形 成 し 、
前 記 Ｔ Ｆ Ｔ が 形 成 さ れ た 絶 縁 体 を 第 １ の 処 理 室 か ら 第 ２ の 処 理 室 に 搬 送 し 、
前 記 帯 電 防 止 膜 を 除 去 し 、
前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 を エ ッ チ ン グ し て 前 記 陽 極 の 一 部 が 露 出 さ れ る よ う に 開 口 部 を 形 成 し

、
前 記 露 出 さ れ た 陽 極 及 び 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 上 に 第 ４ の 絶 縁 膜 を 形 成 し 、
前 記 第 ４ の 絶 縁 膜 上 に 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 を 形 成 し 、
前 記 有 機 化 合 物 を 含 む 膜 上 に 陰 極 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。



　

【 請 求 項 ３ ９ 】
　

【 請 求 項 ４ ０ 】
　

【 請 求 項 ４ １ 】
　

【 請 求 項 ４ ２ 】
　

【 請 求 項 ４ ３ 】
　

【 請 求 項 ４ ４ 】
　

【 請 求 項 ４ ５ 】
　

【 請 求 項 ４ ６ 】
　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ３ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 １ ６ に は 、 拭 浄 用 の Ｐ Ｖ Ａ 系 の 多 孔 質 材 料 と し て ベ ル ク リ ン （ 小 津 産 業 製 ） を 用 い た
拭 浄 処 理 の 前 後 に お け る 平 均 面 粗 さ （ Ｒ ａ ） を 示 し て い る 。 な お 、 こ こ で い う 平 均 面 粗 さ
と は 、 Ｊ Ｉ Ｓ 　 Ｂ ０ ６ ０ １ で 定 義 さ れ て い る 中 心 線 平 均 粗 さ を 面 に 対 し て 適 用 で き る よ う
三 次 元 に 拡 張 し た も の で あ る 。 こ の 結 果 か ら 、 拭 浄 処 理 後 は 、 測 定 表 面 に お け る 平 均 面 粗
さ は 小 さ く な り 、 平 坦 性 が 増 し て い る こ と が 分 か る 。

                                                                                
    

(7) JP 2002-334790 A5 2005.8.25

請 求 項 ３ ４ 乃 至 ３ ７ の い ず れ か 一 に お い て 、 水 洗 に よ り 前 記 帯 電 防 止 膜 を 除 去 す る こ と
を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ６ 乃 至 ３ ８ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 陽 極 と し て 、 透 明 導 電 膜 を 用 い る こ と
を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ６ 乃 至 ３ ８ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 陽 極 と し て 、 酸 化 イ ン ジ ウ ム と 酸 化 亜
鉛 と が 混 合 さ れ た 透 明 導 電 膜 ま た は Ｉ Ｔ Ｏ を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法
。

請 求 項 ２ ６ 乃 至 ４ ０ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 開 口 部 を 形 成 し た 後 に 、 当 該 陽 極 を 拭
浄 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ６ 乃 至 ４ ０ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 開 口 部 を 形 成 し た 後 に 、 Ｐ Ｖ Ａ 系 の 多
孔 質 材 料 を 用 い て 当 該 陽 極 を 拭 浄 す る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ６ 乃 至 ４ ２ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 ３ の 絶 縁 膜 と し て 、 ポ リ イ ミ ド 、 ア
ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン 、 ま た は 酸 化 珪 素 膜 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る
発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ 、 ２ ６ 、 ２ ８ 、 ３ ０ 、 ３ ２ 、 ３ ４ 、 ３ ６ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 プ ラ ズ
マ 処 理 に 、 水 素 、 窒 素 、 ハ ロ ゲ ン 化 炭 素 、 弗 化 水 素 ま た は 希 ガ ス か ら 選 ば れ た 一 種 ま た は
複 数 種 の 気 体 を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ 乃 至 ４ ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 と し て 、 有 機 樹 脂 材 料 を
用 い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

請 求 項 ２ ０ 乃 至 ４ ４ の い ず れ か 一 に お い て 、 前 記 第 １ の 絶 縁 膜 と し て 、 ポ リ イ ミ ド 、 ア
ク リ ル 、 ポ リ ア ミ ド 、 ポ リ イ ミ ド ア ミ ド 、 エ ポ キ シ 系 樹 脂 膜 、 ま た は ベ ン ゾ シ ク ロ ブ テ ン
を 用 い る こ と を 特 徴 と す る 発 光 装 置 の 作 製 方 法 。

ま た 、 図 １ ６ の 結 果 よ り 、 透 明 性 導
電 膜 の 表 面 の 平 均 面 粗 さ は 、 ０ ． ９ ｎ ｍ 以 下 （ 好 ま し く は ０ ． ８ ５ ｎ ｍ 以 下 ） で あ る こ と
が 分 か る 。
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